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世
界
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
現
実
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク

久

　

ラ
イ
ナ
ヘ
の
侵
略
戦
争
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
病
院
、
学
校
、
シ
ョ
ッ

芳

　

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
劇
場
、
駅

…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
建
物
に
ミ
サ

田

　

イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ
、
普
通
に
あ
っ
た
暮
ら
し
が
根
こ
そ
ぎ
破
壊
さ
れ

池

　

て
い
る
。
子
ど
も
が
老
人
が
住
民
が
根
こ
そ
ぎ
殺
さ
れ
て
い
る
。
侵
略

影

　

軍
に
は
、
兵
士
か
そ
う
で
な
い
か
の
区
別
な
ど
無
い
。
た
だ
殺
し
、
奪

撮

　

い
、
陵
辱
し
抹
殺
す
る
だ
け
で
あ
る
。
子
ど
も
を
殺
さ
れ
た
母
親
の
叫

　

び
が
瓦
榛
の
街
に
響
く
。
私
た
ち
は
、
リ
ア
ル
な
侵
略
戦
争
の
映
像
を

“
毎
日
見
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
戦
争
映
画
で
は
な
い
。

１
も－

　　

－一

　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　

…
ン

　　

ロ
シ
ア
の
作
家
で
歴
史
家
の
ポ
リ
ス
・
ア
ク
ー
ニ
ン
は

「こ
の
戦
争

　　　　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　　　　　　

　

　

卵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【

　

字
・
露
－－
ク

を
止
め
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
、
ロ
シ
ア
国
民
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　

　　

　　

　

　

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

「

　　　　　　

鮒二

　　　　

．

到

引

ず
逢
孝

聖
者
選
択
ぶ
な
ね

の
≦
は
；

国

【

　　　

～

　　　　　

ｆ隊
靴
欝鞠

眠駄軌跡唖采嶺熟す増幅唾磯幣れ直喜啄は“随噛勲怖崩れ肩

　　　　　　　　

＊

　　

彰

翌

　

キ
，
、
チ
．
，
ホ

等
を
生
み
出
し
た
国
で
も
あ
る
。
マ

チ

の
。

－

　　　　　　　

．，

　　　

・

　

．．
…
三類
＊
…

　

－

　　　

－

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

繕
〆

　

‐

　　　　

の
怒
り
で
あ
る
。

『

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』

　　

徹
底
的
に
情
報
統
制
を
し
て
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
覆
い
尽
く
し
て
も
、

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　

　　

　
　　

　

　
　　　　　
　　　　　
　　　　　　
　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現
実
を
直
視
し
行
動
す
る
事
に
な
る
。
そ
の
近
道
は
、
私
た
ち
が
声
を

・^
ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

ー

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　

上
げ
続
け
る

・
真
実
を
ロ
シ
ア
へ
伝
え
続
け
る

・
世
界
の
圧
倒
的
な
世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

論
を
示
し
続
け
る
事
で
あ
る
。
国
連
の
役
割
は
大
き
い
。

戦
争
の
素
顔
隠
せ
ぬ
四
月
尽

　

な
お
規



診
察
室
か
ら
①

　

脳
卒
中
後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　　

る
つぼ
ぅ
診
療
所
所
長

　　　　　　　　　　　　　　　　　

和

　

田

　

陽

　

介

るつぼう通信第１６１号 ２０２２年５月１５日（２）

脳
卒
中
と
は
、
脳
梗
塞
、
脳
出

血
、
＜
も
膜
下
出
血
の
総
称
で
す
。

脳
卒
中
は
そ
の
多
＜
が
何
ら
か
の

後
遺
症
を
残
し
、
要
介
護
状
態
に

至
る
原
因
疾
患
と
し
て
認
知
症
に

つ
い
で
第
２
位
で
す
。
そ
の
た
め
、

薬
物
治
療
や
手
術
、
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
に
加
え
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（以
下
リ
ハ
ビ
リ
と
略
し
ま
す
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

脳
卒
中
の
後
遺
症
と
リ
ハ
ビ
リ
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

脳
卒
中
の
後
遺
症

　

病
気
の
種
類
、
病
変
の
部
位
や

大
き
さ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
後

遺
症
が
残
り
ま
す
。
多
＜
の
場
合

は
、
顔
面
や
体
の
左
右
ど
ち
ら
か

半
分
の
運
動
や
感
覚
の
障
害

（片

麻
疲
）
、
呂
律
が
回
ら
な
い

（構

音
障
宰
巳

　

、
食
事
が
飲
み
込
み
に

＜
い

（聴
下
障
壁
巳

　

、
言
葉
や
記

憶
、
注
意
力
な
ど
高
度
な
脳
の
機

能
の
障
害

（高
次
脳
機
能
陣
空豆

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
障
害
が
複
数
残
存
す
る
こ

と
も
多
い
で
す
。

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
卒
中
を
発
症
し
た
と
き
に
は
、

早
＜
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
夜
に
発
症
し
た
場
合
に
朝
ま

で
様
子
を
み
て
受
診
が
遅
れ
る
方

が
多
い
で
す
。
急
に
半
身
の
脱
力

感
や
話
し
に
＜
い
な
ど
の
症
状
が

出
現
し
た
場
合
に
は
す
ぐ
に
救
急

車
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
は
発
症
後

早
期
に
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
最
近
は
多
く
の
病
院
で
入
院

後
早
期
か
ら
訓
練
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す

（急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
）
。

急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
後
、
さ

ら
に
訓
練
が
必
要
な
場
合
は
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に

転
院
し
て
治
療
を
継
続
す
る
こ
と

が
多
い
で
す

（回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
）
。

そ
こ
で
の
治
療
を
終
え
て
退
院
し

た
後
は
、
日
常
生
活
が
リ
ハ
ビ
リ

の
場
と
な
り
ま
す

（生
活
期
リ
ハ

ビ
リ
）
。
「し
こ
で
は
生
活
期
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
す
。

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

概
要

　

訓
練
と
し
て
は
、
ご
自
身
で
行
っ

た
り
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
た

り
し
て
行
う
こ
と
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
や
入
浴
な

ど
家
の
中
の
動
作
に
困
っ
て
お
ら

れ
る
場
合
に
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
通
所
リ
ハ

ビ
リ
が
お
勧
め
で
す
。

片
麻
痩
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

麻
庫
が
軽
度
で
一
人
で
歩
く
こ

と
が
で
き
る
場
△□
は
、
日
常
生
活

の
中
で
動
い
て
筋
力
が
弱
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
事
や
趣
味
活
動
、
農
作
業
な
ど

で
き
る
こ
と
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
枝
な
ど
を
使
う
こ
と
を

た
め
ら
う
方
が
あ
ら
れ
ま
す
が
、

杖
な
ど
を
使
っ
て
少
し
広
い
歩
幅

で
歩
＜
方
が
足
の
筋
力
訓
練
と
し

て
は
有
効
で
す
。

麻
庫
が
重
度
の
場
合
は
、
手
足

が
動
か
な
い
こ
と
に
加
え
て
筋
肉

が
固
く
な
る
座
縮

（け
い
し
ゆ
く
）

や
そ
れ
に
よ
る
痛
み
、
変
形
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
。
足
の
麻
痩
、
座

縮
に
対
し
て
は
、
装
具
を
適
切
に

使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
装
具
は

入
院
中
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
時
間
が
経
っ
て
今
の

体
の
状
態
に
合
っ
て
い
な
い
装
具

や
破
損
し
た
装
員
を
使
い
続
け
て

お
ら
れ
る
万
を
見
か
け
ま
す
。
適

宜
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
医
や
療
法

士
が
装
具
を
確
認
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
が
、
そ
う
し
た
機
会
は
乏

し
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
重

度
の
手
足
の
座
縮
に
対
し
て
は
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
が
有
効
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
「しれ
は
硬
く
な
っ

た
筋
肉
に
注
射
を
し
て
柔
ら
か
く

す
る
治
療
で
す
。
装
具
の
評
価
や

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
は
る
つ
ぼ
う
診

療
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
に
な
っ
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

十し高
次
脳
機
能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
脳
の
高
度

な
機
能
が
障
害
さ
れ
る
状
態
で
す
。

具
体
的
に
は
失
語
症

（言
葉
を
話

す
・
闇
＜
・
書
く
・
読
む
機
能
の

障
宇
巳

　

、
失
行

（道
具
を
う
ま
＜

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
）
、
記
憶

障
害
、
注
意
障
害
、
感
情
失
禁

（感

情
の
コ
ン
ト
○
ー
ル
が
し
に
＜
＜

な
る
）
、
遂
行
機
能
障
害

（段
取

り
が
悪
く
な
る
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
に
お
い
て
は
、

失
語
症
は
時
間
を
か
け
て
少
し
ず

つ
改
善
す
る
方
も
あ
ら
れ
る
の
で
、

粘
り
強
く
訓
練
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
障
害

は
残
念
な
が
ら
大
き
く
改
善
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
生
活
の

中
で
ご
本
人
や
ご
家
族
が
困
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、

具
体
的
な
対
処
方
法
を
医
療
介
護

職
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
記
憶
障
害
に
対
し

て
は
メ
モ
リ
１
ノ
１
ト

（ス
ケ
ジ
ユ
１

ル
や
重
要
な
事
柄
を
メ
モ
し
て
お

＜
）
を
作
る
、
注
意
障
害
に
対
し

て
は
二
つ
の
こ
と
を
同
時
に
行
わ

な
い
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
次
脳
機
能
障
害
は
周
囲

の
人
が
障
害
に
気
付
＜
こ
と
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
、
周
囲
の
人
た

ち
に
障
害
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
も
必
要
で
す
。

社
会
制
度
に
つ
い
て

　

脳
卒
中
を
発
症
す
る
と
仕
事
が

続
け
ら
れ
な
＜
な
っ
て
収
入
が
減

る
一
方
、
医
療
や
介
護
の
費
用
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
障
害
の
程

度
に
よ
っ
て
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
は
体
の
動
き
の

障
害
だ
け
で
な
＜
、
言
語
障
害
や

聴
下
障
害
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
取
得
す
る
こ
と
で
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
や
障
害

者
雇
用
制
度
の
利
用
が
可
能
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　
　
　

　

　
　　

ト

紺
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た
参

り

も

割

　

　
　

　

　

　

ヨ

て

渇
は
し

引
方
に

さ

い
考

． くまもんの脳卒中
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ご存知ですか？ ～子どもが子どもでいられる街に！～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社 保 平 和 委 員 会

　

「ヤングケアラー」 とは

本来大人が行うとされている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どものことです。
（主なものを厚生労働省ホームページから抜粋）

晶塾 箇

ケアの分類と具体的内容

家

　

事

介

　

助

料理、 洗濯、 掃除など

薬の管理、 着替え・移動・入浴・
トイレの介助など

欺 鱒

　

響

℃８８

世

　

話 兄弟の世話・家族の見守りなど

その他
家計を支える就労・通院の付き添
いなど

２． ヤングケアラーの現状について（兵庫県ヤングケアラーの実態に係る福祉機関調査結果より）

　

中高生の４～６％とクラスに１～２名 の割合で存在する。

　　　　　

ヤングケアラーの認識

．，簾

　　　　　　　　　　

生活への影響 （％｝

学校を休みがちになっている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３０・４

　　

ストレスを感じている

　　　

学校への遅刻が多い

　

自分の時間が取れない

　

－ ■ －１１７

　

友人と遊ぶことができない

　

－－－■－■１１０．６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　

５

　　　　　

１０

　　　　

１５

　　　　

２０

　　　　　

２５

　　　　　

３０

　　　　　

３５

「学校を休みがちになっている」 が最も多く、 学校生活への

影響や家事をしている子どもで自由な時間がない、 世話を任

されている子どもで体調不安など。

ー
ー
■
ー

－１１．７

　　　　　　　　　

必要と思われる支援

　

ー％｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相 談 した こ と が ない 子 どもが ６ 割。

　　　　

電話ゃ訪問；こょる相談体制の整備

　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

理 由 と し て、
「相 談 す る 悩 み で は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３４－１

　　　

ヤングヶァ に役立つ情報の提供

　　　　　　

１
眺

　　　　　　　

ない」 「相 談 しても状 況が変 わる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と 思 え な い」 と い う 意 見 が 多 く、

　　　

社会的なャングヶァラ－支援への理解 ■■■■■１１１１１１８３

　　　　　　　　　

多く の子 どもたちが 孤独 を感 じな

専門磯桝テ政職員のヤングケアラー支援への癖 ■１１１１１１１１■１１１７．６

　　　　　　　　　

が ら介護や ケアを行っている。 ひ

　　　　　　　　　　

経済的支援

　

■■ ■■■－ ■・っぶ

　　　　　　　　　　

と り ひ と り に 寄 り 添 っ た き め 細 か

　　　　　　　　　　　　　

０

　

５

　

，ｏ

　

，

　

２０

　

２５

　

３。 ３５

　

４

　

ｏ

　　

い相談体制が望まれる。

ー
－
１１

ー
■
一

３． ケアラーがその人らしく生きられる制度・支援を

兵庫県の調査では 「ケアする人」 は６０代以上が約７割を占めており、 社会全体の問題となっていますが、 と

　

りわけ 「ヤングケアラー」 に関しては、 【表面化しづらい｝

　

【将来への影響】 【家庭への配慮】 という側面

　

もあり、 支援にも工夫が必要です。 現行制度は 「患者」 や 「要介護者」 への支援が中心です。 ケア″される

人″と″する人″を切り離して考え、 ケアラー自身の権利や抱えた問題に寄り添う別立てのケアラー支援も望

　

まれます。



認
知
症
ほ
っと
⑨

認
ｎ
症
ほ
っと
９

か
か
わ
る
時
の
基
本

るつぼう通信 ２０２２年５月１５日（４）

今
回
は
イ
ギ
リ
ス
の
心
理
学
者

キ
ッ
ト
ウ
ッ
ド
が
提
唱
し
た

「パ
ー

ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド

・
ケ
ア
」
を

紹
介
し
ま
す
。

認
知
能
力
の
低
下
が
、
そ
の
人

の
存
在
意
義
ま
で
な
＜
な
る
の
で

は
な
＜
、
存
在
自
体
に
価
値
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
本
人
が

一
人
の
人
間
と
し
て
、

「周
囲
に

受
け
入
れ
ら
れ
Ｌ
、

「尊
書
≠さ
れ
」
、

「そ
れ
を
実
感
し
て
い
る
」
あ
り

さ
ま
を
指
し
ま
す
。
相
手
の
気
持

ち
を
大
事
に
し
、
尊
敬
し
あ
う
こ

と
、
思
い
や
り
、
寄
り
添
い
、
信

頼
し
あ
う
、
相
互
関
係
を
含
む
概

念
で
す
。

＊

第１６１号

　

具
体
的
に
は

「愛
」
を
中
心
と

し
た
５
つ
の
心
理
的
二
１
ズ

（図
）

に
沿
っ
て
、
個
人
の
価
値
を
高
め

る
行
為

（良
い
か
か
わ
り
）
と
、

価
値
を
低
め
る
行
為

（悪
い
か
か

わ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

０
認
知
症
の
人
が
、
自
分
が
自
分

で
あ
る
こ
と
を
維
持
す
る
た
め
の

良
い
か
か
わ
り
は
、

「尊
敬
す
る
」

「受
け
入
れ
る
」

墨
喜
び
合
う
」
。

悪
い
か
か
わ
り
は
、

「子
ど
・も
扱

い
す
る
」

「レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
」

「侮
辱
す
る
」
。

０
＜
つ
ろ
ぎ

（や
す
ら
ぎ
）
の
二
１

ズ
に
良
い
か
か
わ
り
は
、

「思
い

や
り

（や
さ
し
さ
、
温
か
さ
）
」

「包
み
込
む
こ
と
」

「リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
」
。

　

悪
い
の
は
、

「怖
が
ら
せ
る
」

「後
回
し
に
す
る
に

　

三
界
～せ
る
Ｅ
。

０
た
ず
さ
わ
る
こ
と
の
ニ
ー
ズ
に

良
い
か
か
わ
り
は

「能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
」

「必
要
と

さ
れ
る
支
援
を
す
る
」

「継
続
し

た
か
か
わ
り
」

「共
に
行
う
」
。

悪
い
の
は
、

「能
力
を
使
わ
せ
な

い
」

「強
制
す
る
」

「中
断
す
る
」

「物
扱
い
す
る
こ
と
」
。

　　

る　

　

た

　

　

　

　勘

分　　　
　

か
か
わ
る
時
の
墓
本

前
田

　

恵
利

○
愛
着
、
結
び
つ
き
の
二
１
ズ
で

良
い
か
か
わ
り
は
、

「尊
重
す
る
Ｌ

「誠
実
で
あ
る
」

「共
感
を
持
っ

て
わ
か
ろ
う
と
す
る
」
。

悪
い
の
は

「非
難
す
る
」

「だ
ま

し
た
り
あ
ざ
む
＜
」

「わ
か
ろ
う

と
し
な
い
こ
と
」
。

○
共
に
あ
る
こ
と
の
ニ
ー
ズ
に
良

い
か
か
わ
り
は
、

「個
性
を
高
め

る
」

「
一
員
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
［

「
一緒
に
楽
し
一の
」
。

悪
い
の
は
、

「差
別
す
る
」

「無

視
」

「
の
け
者
扱
い
」

「あ
ざ
け

る
こ
と
」
。

＊

　

中
心
に
あ
る
の
は
「愛
」
で
す
。

私
た
ち
は
愛
を
□
に
出
す
の
は
苦

手
で
す
ね
。

「言
わ
な
＜
て
も
わ

か
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

「好
き
だ
」

「大
切
だ
」

「愛
し
て
い
る
」
な
ど
。
ぜ
ひ
言

葉
と
し
て
何
度
も
言
っ
て
＜
だ
さ

い
。
雰
囲
気
が
が
ら
り
と
変
わ
り

ま
す
。

次
回
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
す
。

本
来
大
人
が
行
う
と
さ
れ

て
い
る
家
事
や
家
族
の
世
話

な
ど
を
、
日
常
的
に
行
っ
て

い
る
子
ど
も
の
こ
と
を
何
と

呼
ぶ
で
臨
ま
－９
？

⑩
ケ
ア
蔑
ー
ソ
ン

◎
ロ
ン
グ
ケ
ア

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

て
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生

協
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を

添
え
て

「た
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ

ズ
係
」
ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
様

に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
し
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を
お

忘
れ
な
く
。
当
選
者
は
次
号
の
る
つ

ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。
そ
の

さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記
載
を
ご

希
望
の
万
は
、
併
せ
て
ご
記
入
＜

だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
６
月
１５
日
で
す
。

ご
意
見
ふ
し感
想
よ
り

●
１
６
０
号
の
表
紙
の
菜
の
花
の
写

真
と
文
章
を
読
ん
で
、
改
め
て
春
が

来
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

気
持
ち
の
落
ち
着
か
な
い
日
常
の
中

で
、
ホ
ッ
と
す
る
気
分
に
な
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

０
た
じ
ま
医
療
生
協
の
支
部
名

「鶴

城
」
と

「亀
城
」
は
、
城
の
名
前
か

ら
と
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。
ど
ち
ら
に
も
登
っ
て
み
た
い
。

ま
だ
、

「き
た
み

（城
崎
・竹
野
・

港
か
ら
と
っ
た
と
の
こ
と
）
支
部
」

の
由
来
も
お
も
し
ろ
い
。

●
今
年
は
桜
の
時
期
が
長
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
。
み
ん
な
で
お
花
見
と

い
う
の
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
家

族
で
桜
見
な
が
ら
団
子
食
べ
て
ぼ
つ

こ
り
し
た
。

前
回
の
答
え
は
「⑧
１１
」
で
し
た
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
次

の
万
に
図
書
Ｆ
Ｔ
ド
ず塩
桂
幸
一）ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ミ
ッ
チ
１
さ
ん

　　　　

金
豆
岡
市
）

酢
マ
イ
ル
さ
ん

　　　

禽
豆岡
市
）

桜
餅
大
好
き
さ
ん

　　

条
塁
大町
）

　

１

類

０１０

　　
　

　　
　　　ｉｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ‐Ｃｏｏｐ．ｃｏｍ



るつぼぅ通信２０２２年５月１５日（５）

　

「訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
え
か
お
」

は
、
入
浴
車
ー
台
の
み
で
稼
働
し

て
い
る
小
さ
い
事
業
所
で
す
が
、

一
日
の
稼
働
件
数
が
６
～
８
件
と
、

面
積
の
大
き
い
豊
岡
市
を
走
り
回
っ

て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
の

み
で
、
３
名
が
チ
ー
ム
に
な
り
、

質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ

に
提
供
で
き
る
よ
う
協
力
し
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
様

一

人
一
人
が
保
清
目
的
だ
け
で
な
＜

安
全
に
負
担
な
＜
、
気
持
良
＜
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
日
々
考

え
な
が
ら
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

事業所だより 訪問入浴サービスぇがぉ

　

入
浴
前
に
窓
フ日
の
気
分
は
？
Ｌ

と
入
浴
剤
を
一
緒
に
選
ん
で
い
た

だ
い
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
楽
し
＜

お
話
を
し
な
が
ら
入
浴
し
て
い
た

だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
□
す
さ
ま

れ
る
歌
声
に
ス
タ
ッ
フ
の
万
が
ぼ
つ

こ
り
笑
顔
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

「以
前
義
理
の
母
が
お

世
話
に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た

か
ら
、
う
ち
の
母
も
よ
ろ
し
＜
お

願
い
し
ま
す
」

「姉
が
利
用
し
て

良
＜
し
て
も
５
つ
だ
か
ら
主
人
も

お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
方
が
増

え
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
さ
れ
て

い
る
万
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
の
利

用
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
、
入
浴
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ

色
々
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、
入
浴

中
の
穏
や
か
な
表
情
や
笑
顔
、
そ

し
て

「誰
も
話
し
相
手
か
い
な
い

か
ら
、
話
を
し
な
が
ら
お
風
呂
に

入
れ
て
嬉
し
い
」

「気
持
ち
い
い

わ
～
」

「あ
り
が
と
う
Ｌ

　

「ま
た

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
の
お
言
葉

が
私
た
ち
の
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
お
言
葉
を
胸
に
、
「しれ
か

５
も
、
も
っ
と
も
っ
と
利
用
者
様

に
寄
り
添
い
、
事
業
所
の
名
前
で

あ
る

「え
か
お
」
の
名
の
通
り
、

皆
様
に
沢
山
の
「え
か
お
」
を
届

け
て
行
き
な
い
で
す
。

『な
ん
な
っ
と
』
通
信

　

な
ん
な
≧
事
務
局

　　　　　　　　　

笹

　

本

　

典

　

男

　

な
ん
な
つ
と
に
お
世
話
に
な
り

３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
最
初
は

支
援
活
動
な
ん
て
自
分
に
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
と
半
信
半
疑
で
し
た

が
、
周
り
の
支
援
員
の
皆
さ
ん
に

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ん
な
っ
と
は
７
年
目
に
突
入

し
ま
し
た
が
、
現
在
利
用
者
様
の

登
録
人
数
が
５
０
０
名
を
超
え
、

昨
年
度
だ
け
で
も
９０
名
の
新
規
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。
月
平
均
２
０

０
件
近
い
依
頼
が
あ
る
為
、
１
日

に
１０
件
以
上
の
支
援
活
動
を
す
る

日
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
る
つ
ぼ
う
診
療
所
の
裏

手
に
あ
る
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
で
利
用

者
様
か
ら
電
話
を
受
け
て
い
ま
す
。

毎
日
多
＜
の
利
用
者
様
か
ら
依
頼

の
連
絡
が
入
り
ま
す
。

至公〇７９６‐２４－７〇１５

一緒に「助け合い活動」に

参加しませんか？

お問い合わせは

覇
は
北
緯　　

　

「０
０
で
困
っ
て
い
る
ん
だ
け

ど
で
き
ま
す
ガ
ワ
Ｌ
と
問
い
合
わ

せ
の
電
話
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に

は
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
お
断
り
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
我
々
に
で
き

る
こ
と
は

「は
い
、
大
丈
夫
で
す
」

と
お
答
え
す
る
こ
と
で
、
多
＜
の

方
が

「安
心
し
た
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
な
ん
な
っ
と
の
仕
事
の
ま
す

一歩
は
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、
若
者

に
は
便
利
な
世
の
中
で
す
が
年
配

者
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

１
本
で
は
立
つ
こ
と
が
で
き
な

い
木
で
も
、
２
本
３
本
と
支
え
合

う
「しと
で
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
ん
な
っ
と
は
そ
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所えがお 鶴土器錠

訪問看護ステーションがお 離宣二罫書量

ヘルパーステーションがお 窄 砕 泥も

訪問入浴サービスえかお 穆土器も基

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　　　　　　　　　　

　
　　　　
　　　　

　
　
　　
　
　
　
　
　　

　　　　　　　　　　

診
診
介
訪
訪
訪

へ
訪

　

′ｔ
、

るつぼう診療所

　

診療時間
診療体制 月 火 水 木 金 土

　

際
期

前
１２

午
瀞

○ ○ ○ ○ 〇 ○

午後 ／ ～往診・予防接種～

　

時
“闘／ ○ 〇

００

００
（ソム

　

ｎＸ）
瀞静

８

　

５
　
　

受
受

療
療

診
診

前
後
診

午
午
琳

間

　

祝

時

　

・

　

　

　

第１６１号



わたしのおすすめレシピ
栄養士

　

岸本 美津子

，騰議 総 轄－冨響き－－…・
１・ 鶏むね肉の皮と筋を取り除き・均－な厚さになるょぅ開くｏ

　　　

蝿』軸 辱 榊騨料 亭

２． 片面 ずつ、 塩とこ しよう をす り込ａ３。

　　　　　　　　　　　　　　

灘きき霊錆繍 麓墨熟す姦逮きーニ鍬藤ョ

３． 平たいままｌｏ分ほどおいてから、 キッチンペーパーで水分をふき取る。

４． （３） をラップでくる＜ると巻く。 巻いた肉かラップの中で遊ばないように、 きつく形作る。

，
一キ
ー

．４ー
．

　　
　　　　　
　
　

．ｒー喜
一キーんＩＪＩ

　　

●：：

５． ジプ□ツクの耐熱袋に入れ、 空気をよ＜抜いて閉める。

６． 炊飯器にお湯を （５） が十分浸るまで入れ、 浮かんで＜るようであれば

平皿をのせる。 保温スイッチを入れ、 １時間保温する。

ば

　　　

し７． 保温が終わった鶏肉を炊飯器から出し、 粗熱をとって冷蔵庫で冷やし

　

スライスする。 ラップのまま冷蔵庫で保存も可能。

＊ （２） ですり込む時、 お好みで粗びきこしょうや、 カレー粉、 味０曽などアレンジしても美味しいですよ。

虹のひろば
各
地
て
安
部
総
会
間
鱈

　

６
月
２５
日
（土
）
の
総
代
会
に
向

け
て
、
各
地
域
で
支
部
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
１
年
度
の
ま

と
め
と
２
０
２
２
年
度
の
方
針
に

つ
い
て
重
点
的
に
論
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

「健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
た
い
。」

「
コ
○
ナ
の
た
め
に
去
年
は
支
部

行
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
年
は

ぜ
ひ
、
そ
ば
打
ち
会
を
し
だ
い
。」

な
ど
、
活
発
に
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。

神
美
支
部
は
健
康
推
進
委
員
等

の
各
種
専
門
委
員
、
地
区
ご
と
の

委
員
を
選
任
し
、
支
部
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
日
高
支
部
は
、

る
つ
ぼ
う
通
信
の
手
配
り
さ
ん
に

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
の
が

恒
例
で
、
「毎
年
こ
れ
が
楽
し
み
ー
Ｌ

と
、
皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。
支

部
総
会
で
皆
様
か
５
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
総
代
会
の
議
案
に
盛
り

込
み
、
２
０
２
２
年
度
の
医
療
生

協
活
動
か
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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中筋支部

　　

居相美智恵さん

絵手紙や手芸作品の写真などをお寄せください。紹介させていただきます。

　
　　
　
　
　

雪
お
ら
慧

．
｝
ミ
も
ま
．
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鶴 高田文夫さん

々少

① 炊飯器でつくる鶏ハム

　

材料 （作りやすい分量）

　

　

　　

・

　

よ
畑
山

む

　

、

鶏

塩

２
０
２
２
年
但
馬
平
和
行
進
概
要

７
月
４
日
に
京
都
か
ら
引
き
継
い
で
、
但
馬

各
地
を
回
り
、
９
日
に
鳥
取
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。

＊
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
変
更
あ
り

第１６１号 るつぼう通信 ２０２２年５月１５日（６）


